
○

中

小
企
業

と
長

期
金
融

○

井
　
上

巌
　
次
　
郎

□

－二三四

は
し
が
き

由
小
企
業
長
期
資
金

長
期
金
融
対
策

む
す
び

は
　
し
　
が
　
き

　
我
国
産
業
上
に
於
け
る
中
小
企
業
の
地
位
の
重
要
性
か
ら
見
て
、
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
を
計
る
こ
と
は
極
め
て
重
大
な
経
済
問

題
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
否
如
何
は
た
だ
に
中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
、
広
く
我
国
経
済
全
般
に
甚
－
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
従
来
こ
れ
に
対
す
る
諾
種
の
施
策
が
行
は
れ
て
は
き
た
が
、
し
か
し
全
般
的
に
見
て
中
小
企
業
金
融
の
現
状
は
甚
だ
不
充

分
で
あ
っ
て
、
所
謂
金
詰
り
は
中
小
企
業
問
題
の
頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
金
詰
り
は
た
だ
中
小
企
業
だ
け
に
限
ら
れ
た
問
題
で
は
な
く
、
大
企
業
も
亦
同
じ
悩
み
に
悩
ん
で
い
る
。
し
か
し
大
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

は
自
已
資
本
の
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
市
中
銀
行
と
の
従
来
の
関
係
で
、
あ
る
程
度
の
追
加
信
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
な
ん

　
　
中
小
工
業
と
長
期
倫
融
（
井
上
巖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
一
四
三
）

■



・

　
　
立
命
館
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第
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第
二
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二
（
一
四
四
）

と
か
収
拾
の
途
が
つ
く
が
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
通
常
の
金
融
の
途
は
殆
ん
ど
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
経
営
が
弱
体
で
あ
る
だ
け
に

そ
の
影
響
も
大
き
く
、
金
融
難
の
程
度
は
蓬
か
に
深
刻
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
の
金
融
難
の
原
因
の
一
は
資
金
供
給
量
の
不
足
に
あ
る
一
が
、
今
の
中
小
企
業
の
金
融
難
は
必
ず
し
も
資
金
難
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
・
金
融
機
関
の
手
許
資
金
の
不
足
に
基
く
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
中
小
企
業
自
体
が
内
蔵
す
る
経
瞥
の
不
安
定
、
資

産
状
態
の
不
良
、
経
理
内
容
の
不
明
、
資
本
蓄
積
の
貧
弱
等
に
基
く
企
業
の
信
用
自
体
に
、
よ
り
大
き
な
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。

例
え
ば
・
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
末
に
お
け
る
中
小
企
業
庁
の
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
貸
付
拒
絶

理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
金
融
機
関
の
手
詐
資
金
不
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
．
六
（
％
）

　
企
業
の
信
用
力
欠
如
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
．
六

　
企
業
の
成
絞
不
振
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
．
○

　
長
期
資
金
も
し
く
は
新
規
事
茉
資
金
で
あ
る
た
め
　
　
　
四
．
三

　
其
他
及
び
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
．
五

・
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
．
○

　
か
よ
う
な
事
仰
で
あ
る
か
ら
、
｛
小
企
業
ｏ
金
徽
雑
は
た
だ
資
金
而
か
ら
だ
け
で
は
解
決
で
き
る
閉
魑
で
は
な
く
、
，
む
し
ろ
よ
り

人
切
な
こ
と
は
、
中
小
企
業
白
体
の
も
つ
経
営
某
盤
の
脆
幽
性
を
除
去
し
て
企
業
内
存
を
倣
化
し
、
信
用
力
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。

か
く
し
て
中
小
企
辛
ｏ
含
埋
化
、
技
術
の
向
上
、
孤
織
化
、
斗
の
”
逆
が
、
一
、
、
処
什
ヤ
、
廿
び
て
く
み
、
而
し
て
、
こ
れ
牟
、
行
、
つ
が
た
め
に

は
・
設
備
資
金
等
の
長
期
資
金
の
謝
達
が
必
奥
と
な
る
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
か
よ
う
な
兇
地
か
し
、
中
小
企
業
に
お
け
る
長
期
金



融
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
う
じ

二
中
小
企
業
長
期
資
金

　
合
理
化
、
近
代
化
は
中
小
企
業
対
策
の
根
本
問
題
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
必
要
な
長
期
資
金
を
調
達
す
る

が
た
め
に
、
株
式
や
杜
債
を
発
行
し
て
証
券
市
場
で
集
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
金
融
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
乍
ら
、
中
小
企
業
の
設
備
資
金
や
長
期
運
転
資
金
の
如
き
長
期
資
金
を
普
通
の
金
融
機
関
に
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
長
期
資
金
を
賄
う
が
た
め
に
は
、
中
小
企
業
に
対
す
る
特
別
の
投
資
銀
行
，
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
る

か
ハ
或
は
国
家
が
特
別
の
資
金
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
中
小
企
業
の
今
後
の
在
り
方
と
し
て
は
合
理
化
、
近
代
化
に
そ
の
軍
点
が
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
融
資
計
画
を
立

て
る
場
合
に
も
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
、
中
小
企
業
の
合
理
化
、
近
代
化
の
促
進
に
協
力
す
る
よ
う
に
務
め
流
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

叉
一
方
、
中
小
企
業
の
側
に
お
い
て
も
、
経
営
の
改
善
、
設
備
の
更
新
、
抜
術
の
向
上
等
に
極
力
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、

運
転
資
金
に
資
金
の
大
部
分
を
費
し
、
設
備
資
金
を
軽
視
し
て
い
た
従
来
の
近
梶
眼
的
態
度
を
改
め
、
設
備
資
金
等
の
長
期
資
金
の

確
保
に
人
に
関
心
を
は
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
長
期
金
融
対
策

中
小
企
業
に
対
す
る
長
期
資
金
の
融
逝
を
円
柑
な
ら
し
め
る
が
た
め
に
現
在
行
は
れ
つ
つ
あ
る
緒
方
焚
の
中
、
主
要
な
．
も
の
は
次

の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
中
小
工
業
と
長
期
金
融
（
井
上
巖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
一
四
五
）



　
　
立
命
館
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済
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一
巻
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第
二
号
）
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四
（
一
四
六
）

四
　
見
返
資
金
の
活
用

　
中
小
企
業
の
設
備
特
に
合
理
化
資
金
の
融
通
の
た
め
に
、
昭
和
二
十
四
年
第
四
・
四
半
期
か
ら
見
返
資
金
の
私
企
業
投
資
の
一
部

と
し
て
、
一
・
四
半
期
三
億
円
Ｏ
範
囲
内
で
融
資
が
認
め
ら
れ
た
。
融
資
の
対
象
と
な
る
中
小
企
業
の
範
囲
は
、
最
初
は
資
本
金
三

百
万
円
以
下
、
従
業
員
二
百
人
以
内
の
企
業
で
、
輸
出
産
業
、
重
要
産
業
関
連
産
業
、
生
活
必
需
物
資
産
業
に
限
り
、
且
つ
一
件
三

百
万
円
迄
の
貸
出
に
隈
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
度
第
三
・
四
半
期
か
ら
一
・
四
半
期
九
億
円
に
枠
が
拡
大
さ
れ
、
更
に
昭

和
二
十
六
年
度
に
は
年
間
四
十
億
円
に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
融
資
対
象
の
規
模
を
資
本
金
五
百
万
円
以
下
、
従
業
員
三
百
人
以

下
に
引
上
げ
、
一
件
の
貸
付
金
額
を
五
百
万
円
以
下
に
引
上
げ
た
。
貸
付
の
方
法
は
市
中
銀
行
及
び
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
通
じ
て
、

見
返
資
金
と
取
扱
銀
行
の
手
許
資
金
を
半
六
の
割
倉
で
融
資
す
る
所
謂
協
調
融
資
の
形
で
行
わ
れ
る
。
　
（
昨
年
の
改
正
に
よ
つ
て
無

尽
会
社
と
信
用
組
合
が
取
扱
機
関
に
加
え
ら
れ
た
。
）

　
見
返
資
金
の
貸
付
利
率
は
年
七
分
五
、
厘
で
あ
る
。

　
見
返
資
金
の
融
資
成
績
は
従
来
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
つ
は
手
続
の
慣
雑
さ
に
も
よ
る
が
、
主
な
原
丙
は
そ
れ
が

設
備
資
金
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
中
小
企
茉
に
お
い
て
は
実
際
問
題
と
し
て
設
備
資
金
と
運
転
汽
金
と
は
そ
う
明
確
に
区

別
し
得
る
も
ｏ
で
な
く
、
殊
に
現
在
中
小
企
業
か
ら
最
も
侭
望
さ
れ
て
い
る
長
岬
運
転
資
金
の
如
き
は
、
劣
分
に
設
備
資
金
に
近
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
融
資
の
範
囲
を
長
刺
運
伝
火
金
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
融
資
対
象
を
将
来
、
資
本
金
千

万
円
、
融
資
映
度
干
万
円
程
度
迄
拡
大
す
る
と
共
に
、
手
続
の
簡
易
、
迅
速
化
を
討
る
必
班
が
あ
る
。

似
　
資
金
逃
用
部
資
金
に
よ
る
金
融
債
引
受

　
大
蔵
省
予
金
部
資
金
は
戦
前
中
小
企
業
金
融
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
運
用
が
同
家
叉
は
地
方
公
共
団
体
に
対



す
る
も
の
に
限
ら
れ
、
僅
か
に
市
中
銀
行
に
対
す
る
預
託
が
行
は
れ
、
申
小
企
業
運
転
資
金
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
然
る
に
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
か
ら
資
金
運
用
部
資
金
の
運
用
に
つ
き
全
資
金
の
三
分
の
一
ま
で
は
金
融
債
の
応
募
、
引
受
、

買
入
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
度
の
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
金
融
債
引
受
額
は
二
百
九
十
五
億
円
と
予
定
さ
れ
て

い
る
。
既
に
昭
和
二
十
五
年
、
金
融
機
欄
の
増
資
株
を
見
返
資
金
で
引
受
け
金
融
債
発
行
の
限
度
が
拡
張
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
更

に
勧
業
債
券
、
北
拓
債
氷
■
、
典
業
債
券
、
商
工
債
券
等
が
資
金
運
用
部
資
、
金
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｒ
本
勧
業
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

”
行
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
等
の
資
金
源
が
豊
富
と
な
り
、
不
動
産
担
保
金
融
が
再
閑
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
中
小
企
業
の
長
期
資
金
の
調

達
が
可
能
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
等
の
金
融
機
関
と
し
て
も
資
金
運
用
部
資
金
の
件
質
に
鑑
み
、
こ
の
方
面
に
積
械
的
に
、
努
力

す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ー
な
い
。

ゆ
国
民
金
融
公
庫

　
国
民
金
融
公
庫
は
小
口
事
業
資
金
の
供
給
を
目
的
と
す
る
も
○
で
あ
っ
て
、
中
小
企
茉
者
に
と
っ
て
極
め
て
便
利
な
金
融
機
関
で

あ
る
が
、
需
婁
が
頗
る
多
い
た
め
数
回
増
資
さ
れ
た
が
、
．
昨
年
十
二
月
、
同
民
金
融
公
庫
法
の
一
都
を
改
正
し
、
政
府
出
資
を
一
〇

億
円
増
加
し
て
資
本
金
七
十
億
円
と
し
、
ま
た
長
期
運
転
資
金
の
融
通
に
も
考
慮
を
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
国
民
金
融
公
庫
か
ら
の

明
年
度
の
貸
出
高
は
百
十
六
億
円
と
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
予
想
さ
れ
る
貸
付
中
込
額
は
三
百
五
十
三
億
円
、
そ
の
う
ち
貸
付
稗
査

合
格
予
定
額
百
七
十
六
億
円
に
対
し
て
約
六
十
億
円
の
不
足
で
あ
る
か
ら
、
今
後
更
に
資
本
金
の
璃
加
を
は
か
る
必
嬰
が
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
一
件
貸
出
限
度
の
大
幅
引
上
が
望
ま
れ
る
。

ゆ
　
梢
亙
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
桐
互
銀
行
は
昨
年
六
月
、
従
来
の
無
尽
会
社
を
改
組
し
、
金
融
機
関
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
申
小
工
業
と
長
期
金
融
（
井
上
巖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
一
四
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
圭

　
　
　
　
　
　
　
、
｝
、
｛
’
、
　
巧
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
、
…
’
　
　
、
｝
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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六
（
一
四
八
）

る
。
相
互
銀
行
は
、
六
大
都
市
に
本
店
を
有
す
る
も
の
は
三
千
万
円
、
そ
の
他
は
二
千
万
円
以
上
の
資
本
金
を
有
す
る
株
式
会
杜
で

あ
る
こ
と
を
要
し
、
大
蔵
大
臣
の
免
許
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差
当
っ
て
全
国
七
十
三
の
無
尽
会
杜
の
う
ち
規
模
の
大
き
い
五

十
七
杜
が
改
組
し
、
残
り
の
十
六
社
も
設
立
準
備
の
出
来
次
第
順
次
に
改
組
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
梢
互
銀
行
は
、
従
来
の
無
尽
業
務
の
外
に
、
普
通
予
金
の
受
入
、
手
形
の
割
引
、
見
返
資
金
の
中
小
企
業
貸
付
等
の
銀
行
業
務
を

も
行
う
も
の
ノ
し
あ
っ
て
、
大
企
業
偏
重
の
普
通
銀
行
に
は
手
の
と
ど
か
ぬ
中
小
企
業
金
融
に
今
後
大
に
役
立
つ
こ
と
と
思
う
。
特
に

無
尽
契
約
は
三
年
乃
至
五
年
の
長
期
の
も
の
が
最
も
多
い
か
ら
、
梢
互
銀
行
の
今
後
の
中
小
企
業
に
対
す
る
長
期
金
融
に
大
に
期
待

さ
れ
る
。
な
お
、
最
近
政
府
は
梢
互
銀
行
に
政
府
資
金
の
指
定
預
金
を
し
て
中
小
企
業
に
融
資
さ
せ
る
方
針
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
誠
に
時
宜
に
適
し
た
方
法
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
中
小
企
業
の
受
信
力
増
強
の
た
め
の
金
融
上
の
措
置
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諮
ｃ
〇

四
　
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度

　
こ
れ
は
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
金
融
機
関
の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
付
に
つ
き
政
府

が
信
用
保
険
を
行
う
制
度
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
に
そ
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
。
本
制
度
の
骨
子
は
、
政
府
が
金
融
機
関
（
銀
行
、
無
尺
会
杜
、
農
林
中
央
金
庫
、
商
工
紺
合
中
央
金
庫
、
信
用
協
同
組

合
）
の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
付
に
つ
き
、
貸
付
金
額
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
保
険
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
険
の
対
象
と
な
る
貸

付
金
は
、
中
小
企
菜
者
の
行
う
事
業
の
振
興
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
ン
、
の
貸
付
期
間
が
六
ケ
月
以
上
の
も
の
ノ
し
あ
り
、
貸
付
金
額

は
従
来
中
小
企
業
者
一
人
に
つ
き
三
百
万
円
（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
で
は
一
千
万
円
）
．
以
下
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
一
人
に
つ
き
五
百
万
円
（
組
合
の
場
合
は
二
千
万
円
）
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
貸
付
金
額
を
六
ヶ
月
以
上
と
し
た
の
は
、
中
小
企

，



業
が
自
己
の
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
披
術
及
び
設
備
の
改
善
、
新
設
の
た
め
に
必
要
な
設
備
資
金
及
び
長
期
運
転
資
金
の
融
通
を

目
借
な
ら
し
め
ん
が
た
め
、
て
あ
ろ
、
保
険
料
は
伏
険
企
額
に
丸
し
円
歩
八
に
一
毛
で
、
借
受
人
は
ン
、
の
中
四
随
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
、

　
昭
和
二
十
五
年
度
の
貸
付
金
額
は
三
十
六
億
円
、
二
十
六
年
度
は
百
四
十
四
億
円
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
金
融
機
関
の
其
後
の
利

用
状
況
は
甚
だ
不
成
績
で
あ
っ
て
、
昨
年
六
月
ま
で
に
僅
に
十
億
円
余
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
今
後
金
融
機
関
の
本
制
度
の
利
用
を

一
層
活
激
な
ら
し
め
る
が
た
め
に
は
、
保
険
金
額
の
保
険
価
格
に
対
す
る
割
合
も
全
額
叉
は
九
十
バ
ー
セ
ソ
ト
に
引
上
げ
、
事
故
発

生
後
三
ヶ
月
後
に
保
険
金
額
の
請
求
を
な
し
得
る
こ
と
と
し
、
更
に
保
険
料
の
低
滅
を
は
か
る
等
の
槽
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　
友
お
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
信
用
保
証
協
会
の
保
証
業
務
を
保
険
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
今
後
の
中
小
企
業
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詐
２
）
　
　
　
一

融
に
大
に
役
立
つ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
吏
に
進
ん
で
本
制
度
を
見
返
資
金
と
市
中
金
融
機
関
と
の
協
調
融
資
に
も
適
用
す
る
こ

と
が
望
し
い
。

四
損
失
補
償
制
度

　
　
　
　
　
誰
６
り

　
損
失
補
償
制
度
は
、
金
融
機
関
が
行
っ
た
中
小
融
資
の
損
失
を
政
府
叉
は
地
方
団
体
が
補
償
す
る
こ
と
に
よ
り
中
小
企
業
の
信
用

力
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
七
年
以
来
、
道
府
県
（
叉
は
六
大
都
市
）
に
よ
る
中
小
商
エ
業
資
金
融
通
損
失
補
質

制
度
が
実
施
さ
れ
、
更
に
昭
和
十
二
年
以
来
、
都
道
府
県
叉
は
五
大
都
市
が
損
失
補
償
契
約
に
基
き
中
小
商
工
業
資
金
を
貸
出
し
た

金
融
機
関
の
損
失
を
填
補
し
た
場
合
に
国
家
の
再
補
償
を
行
う
こ
と
と
．
し
た
が
、
こ
の
国
家
の
再
補
償
制
度
は
昭
和
二
十
年
の
「
戦

時
補
償
特
別
扱
法
」
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
地
方
に
は
若
干
の
例
が
あ
る
。
現
在
、
地
方
団
体
が
特
に
長
期
融
資
に
対
し
て
損

失
楴
償
を
行
っ
た
例
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
　
中
小
工
業
と
長
期
金
融
（
井
上
爆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
一
四
九
）

じ



　
　
立
命
館
経
済
（
第
一
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
一
五
〇
）

↑
Ｄ
　
大
阪
府
の
中
小
企
業
近
代
化
融
資
損
失
補
償
制
度

　
こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
設
備
を
改
善
し
近
代
化
す
る
に
必
要
な
長
期
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
が
た
め
に
、
昭
和
二
十
年
度
か

ら
大
阪
府
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
大
阪
府
は
金
融
機
関
（
日
本
興
業
銀
行
、
日
本
勧
業
銀
行
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
）

と
中
小
企
業
近
代
化
融
資
損
失
補
償
契
約
を
締
続
し
、
こ
れ
に
よ
っ
一
て
金
融
機
関
は
昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
向
う
三
ケ
年
間
に
府
下

中
小
企
業
の
た
め
に
十
一
億
円
を
限
度
と
し
て
融
資
し
、
人
阪
府
は
金
融
機
関
の
こ
れ
に
よ
る
損
失
を
八
千
万
円
を
限
度
と
し
て
補

償
し
よ
う
と
す
る
も
り
で
あ
る
。
融
資
の
対
象
と
な
る
も
の
は
府
下
に
・
王
た
る
事
務
所
を
有
す
る
中
小
企
業
等
協
同
組
合
、
府
下
に

工
場
事
業
場
を
有
す
る
資
本
金
五
百
万
円
以
下
叉
は
従
業
員
二
百
人
以
下
の
法
人
叉
は
個
人
で
あ
る
。
資
金
の
使
途
は
設
備
の
更
新
、

改
修
叉
は
新
設
に
あ
て
る
資
、
金
で
あ
っ
て
別
に
定
め
ら
れ
た
某
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
貸
付
期
間
は
六
ヶ
月

以
上
五
年
以
内
で
あ
っ
て
、
普
通
金
利
と
し
、
貸
付
限
度
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

回
　
京
都
府
の
中
小
企
業
長
期
融
資
損
矢
椛
償
制
度

　
こ
れ
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
、
京
都
府
が
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
さ
し
当
り
は
中
小
企
業
信
用
保
険
の
補
完
的
性
質
を
も
つ
も
の

で
あ
る
Ｕ
即
ち
府
は
金
融
機
関
と
の
閉
に
損
失
補
償
契
約
を
結
ぶ
が
、
こ
の
場
合
の
中
小
企
業
者
の
範
開
、
貸
付
等
は
す
べ
て
中
小

企
業
信
用
保
険
の
附
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
損
失
補
償
の
範
囲
は
貸
付
金
総
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
以
内
と
し
て
い
る
か
ら
、

締
局
中
小
企
業
信
用
保
険
と
合
せ
、
金
融
機
関
は
貸
付
の
一
五
バ
ー
セ
ン
ト
の
危
険
負
担
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
府
は
そ
の
某
金
と

し
て
二
十
六
年
度
に
二
干
万
円
を
計
上
し
、
損
欠
は
某
金
か
ら
支
出
し
、
叉
必
要
に
応
じ
て
某
金
を
関
係
金
融
機
関
は
予
託
運
用
す

る
こ
と
と
し
た
。
な
お
木
年
度
か
ら
某
金
の
枠
を
史
に
二
千
万
円
拡
人
し
た
。

　
過
去
一
ヶ
年
間
の
成
統
は
榊
当
良
好
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
対
す
る
長
期
貸
付
に
大
に
役
立
ち
、
貸
出
額
は
二
月
末
で
二
億
一
千

●



万
円
に
上
っ
て
い
る
一
件
数
は
百
一
件
で
、
そ
の
う
ち
設
備
資
金
二
十
四
件
千
八
百
万
円
、
運
転
資
金
六
十
九
件
一
億
八
千
万
円
、

併
用
八
件
千
二
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
紡
織
工
業
に
対
す
る
五
千
四
百
八
十
万
円
が
最
高
で
あ
る
。
地
区
別
で
は
京
都
市
二
十
八

件
七
千
二
百
万
円
、
舞
鶴
、
字
治
、
福
知
山
、
綾
部
四
市
三
十
件
四
千
八
百
万
円
、
丹
波
地
区
八
件
千
六
百
万
円
、
丹
後
地
区
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

五
件
七
千
四
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
府
下
全
般
の
産
業
に
互
っ
て
融
資
が
行
は
れ
て
い
る
。

　
な
お
京
都
府
に
於
て
は
、
以
上
の
外
に
木
年
度
か
ら
新
に
中
小
企
業
近
代
融
資
制
度
を
設
け
、
そ
の
運
営
基
金
と
し
て
五
千
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
小
企
業
の
生
産
設
備
を
能
卒
的
に
近
代
化
さ
せ
る
た
め
に
業
種
別
協
同
組
合
を
通
じ
て
融
資
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
近
代
化
に
と
っ
て
今
後
大
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
は
中
小
企
業
に
対
す
る
長
期
金
融
の
現
状
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
長
期
資
金
の
融
適
を
円
滑
な
ら
し
め
る
が
た
め
に
は
今

後
更
に
次
の
如
き
点
に
考
慮
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

○
Ｄ
　
政
府
出
資
に
よ
る
人
規
漢
な
中
小
企
業
に
対
す
る
投
資
銀
行
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
一
部
に
は
地
方
銀
行
を
出
盗
者
と
す
る

　
　
　
　
　
　
Ｇ
つ

　
不
動
産
金
融
会
社
設
立
案
が
あ
る
が
、
中
小
金
融
の
性
質
か
ら
見
で
ヤ
は
り
国
家
資
、
金
に
よ
る
必
填
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
な
お
、
最
近
、
政
府
は
長
期
産
業
資
金
確
保
の
た
め
に
長
期
信
用
銀
行
法
案
を
近
く
国
会
に
提
出
す
る
予
定
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

　
こ
の
際
、
中
小
企
業
の
部
両
に
毛
人
に
考
慮
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

四
　
日
木
閉
発
銀
行
融
資
の
中
、
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
の
枠
を
設
け
る
こ
と
。

働
　
市
中
銀
行
の
長
期
貸
閉
を
人
幅
に
日
本
開
発
銀
行
が
肩
林
り
す
る
こ
と
。

ゆ
　
中
小
企
莱
考
ｏ
持
っ
て
い
る
土
地
、
延
物
等
を
担
保
と
す
る
簡
易
不
軸
産
金
融
の
道
を
閉
く
こ
と
。

■

・
中
小
工
業
と
長
期
金
融
（
井
上
巖
）

九
（
一
五
一
）



　
　
　
　
　
、
、
、
、
，
　
．
　
　
　
　
　
　
　
，
　
一
、

立
命
館
経
済
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

、
　
，

一
〇
（
一
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
荷
叉
今
後
行
う
必
要
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
中
小
企
業
に
対
す
る
長
期
金
融
に
つ
い
て
述
べ
た
。
中

小
企
業
の
わ
が
国
産
業
構
造
上
に
占
め
る
地
位
の
重
要
性
に
鑑
み
、
中
小
企
業
の
健
全
な
発
達
を
は
か
る
が
た
め
に
は
極
カ
リ
！
、
の
合

理
化
・
近
代
化
に
務
め
、
健
実
な
企
業
体
と
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
た
め
に
必
要
な
長
期
資
金
の
融
通
に

つ
い
て
は
・
以
上
述
べ
た
舟
種
の
施
策
を
綜
合
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
全
般
的
な
経
済
政
策
、
金
融
政
策
の
中
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
缶
種
の
金
融
対
策
の
健
全
な
発
達
を
望
む
や
切
で
あ
る
。

　
註
０
Ｄ
　
本
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
薪
、
工
業
政
策
　
六
五
－
六
八
頁
参
照
。

　
じ
箏
　
東
商
中
小
企
業
委
員
余
、
巾
小
企
業
企
融
対
策
に
関
す
る
意
見
。

　
四
損
朱
補
償
制
度
ゲ
関
し
て
は
・
井
関
素
、
巾
小
譲
の
纂
、
三
六
二
－
三
六
九
頁
。
拙
稿
、
巾
小
商
工
業
金
讐
於
け
る
債
務
窪
及

　
　
　
ぴ
損
火
補
償
制
度
に
ー
つ
い
て
。
　
（
法
と
経
済
、
策
六
巻
策
四
サ
）

　
↑
ｏ
　
昭
利
二
十
七
年
三
月
九
目
付
大
阪
軸
目
新
聞
、

　
　
に
つ
　
巾
山
均
、
巾
小
企
業
と
不
動
産
金
融
（
経
済
連
含
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
廿
）


